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千葉大学環境健康フィールド科学センターの活動と今後の展望
-柏の葉キャンパスとその周辺地域をモデルとしたサステイナビ
リティ学の構築一
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Solving global issues and reconstructing sustainable social systems，the Integrated Research System for Sustain~ 
ability Science (IR3S) was established by the five participating universities including the University of Tokyo， 
Kyoto University，Osaka University，Hokkaido University and Ibaraki University. Chiba University joined in the 
IR3S as one of the cooperating insti加tionsto the establishment of the sustainabili句Tscience through collaboration 
with the Transdisciplinary Initiative for Global Sustainめility(TIGS) ofthe University ofTokyo. Along this line， 
the Chiba University Association for Sustainability Science (CARSS: the office is located in the Center for Envi開� 

ronment，Health and Field Sciences) was formed in October，2006. In this paper，diverse activities reported in two 
events “Kashiwanoha: Intemational Symposium on the wisdom of Solomon to integrate food and health into a sus聞� 

tainable lifestyle" and “Japan-・Taiwanjoint workshop on sustainability science with respect to environment and 
health" were briefly described. These activities were supported by Minis仕yof Education，Culture，Sports，Science 
and Technology (MEXT) through Special Coordination Funds for Promoting Science and Technology. The de~ 
tailed topics in the events are as fol1ows: 1) Chemiless town@ project，2) activities in Urban Design Center Kashi闘� 

W印 刷ha(UDCK) ，3) quality plant production in cIosed systems with artificiallight，4) a project for decreasing 
carbon (C02)emission仕omKashiwanoha Campus，and 5) Kashiwanoha Kampo Clinic. 

1. はじめに� 

20世紀後半のバイオ技術，ネットワーク技術，ナノ技術な

どの科学技術の発達は 私たちの生活に大きな変化をもたら

したものの，真の心の豊かさを得る上では，それほど有効で

はなかった.また，地球温暖化に代表されるような，地球規

模での問題の解決法には 現在までのところ，なりえていな

い.このような状況から，新たな概念と方法論にもとづき，� 

H寺代の精神を輩引する，1サステイナピリテイ学(持続性科学:� 

]. 1を構築する必要性が高まっている[tyscience) J出lab伽sus

東京大学は，サステイナピリテイ学連携研究機構(In舵伊ted 

Research System for Su細血ab出tyScience，IR3S) を2∞6年4月

に設置して，持続性科学の理念と目標を明示するとともに，� 

]. [2その世界的な研究拠点としての活動を開始している

千葉大学は，上記研究機構の協力機関の� 1っとして，� rサス

テイナピリティ学」を，� r食」および「健康」をキ]ワード

として，分担することになった.そして 環境健康フィール

ド科学センタ…のある柏の葉キャンパスとその周辺地域を

モデルとしたサステイナビリティ学の研究を開始するとと

もに，� r千葉大学サステイナピリテイ学アソシエーション� 

(Chiba University Association for B，esearch in ~ustainability ~ci~ 

ence，C政� SS)Jを設立した.

本稿では，� 2ω7年3月に開催された「環境と健康における

サステイナピリティ学 日台ワ…クショップJおよび「シン

ポジウム 柏の葉:食と環境を形作る知の環…地域サステイ

ナピリティ学加千葉大学一Jの講演内容の一部を取りまとめ，

当センタ}の主な活動内容として紹介する.

近年，新築住宅やリフォームした部屋に住むことにより，

ケミレスタウン⑪・プロジェク卜� 2. 
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頭痛，めまい，発熱，だるさなどの症状を皇する「シックハ

ウス症候群」が問題となっている.その原閣の多くは，建材

や家具，電化製品などから揮発する化学物質であると考えら

れる.そこで， Iケミレスタウン@・ブ口ジ、エクト Jでは，化

学物質を可能な限り低減したモデルハウスを作り，健康に悪

影響を与えない環境を整える実験を行い，現在の住人だけで

はなく，これから生まれてくる世代の人々も健康に暮らせる

].[3街を提案することを目的としている 

このプロジ、ェクトでは，柏の葉キャンパス内に，複数の

樹東」と「テ…マ棟Jからなるモデルタウンを構築する.

樹東Jは，シックハウス痕候群に対応した戸建住宅や集合住

宅を想定しており，シックハウス症候群が疑われる子供とそ

の家族に l~数週間滞在してもらう予定になっている(第 1

図).なお，建物の室内化学物質濃度は，国土交通省や厚生

労働省の基準(指針値)の1/10を当面の目標としている.こ

こで， ll!lOJは，化学物質の影響をうけやすい子供や胎児

にとっても安全な環境を提供するために設けた安全係数で

ある.他方，現在建設中の「チ…マ棟jは，生活の質を向上

させる暮らしを提案する展示スペースや希望者の凪中環境

汚染物質を測定する「環境医学診療科Jなどが設置される.

プロジ、ェクト終了時には， NPO法人ケミレスタウン推進協

会が，シックハウス症候群予防のための室内空気質基準値を

提案する予定である.他方，小児の成長・発育に悪影響をお

よぽす恐れのある環境汚染物質に関する正しい情報を伝え，

市民に指導のできる人材を育成する教育プログラムや，得ら

れた成果を社会に還元させるための情報発信プログラムな

第 1図 柏の葉キャンパスケミレスタウン内の実証実作樹束
(千葉大学キャンパス整備企画霊長上野武准教授撮

影).現在， 4社(積水ハウス(槻，東急ホーム(槻，
(掬ょにヌアールエーハウジング. Q槻高千穂)の住宅メー

カ…と共同開発した戸建住宅が建設されている.

柏の葉アーバンデザインセンター 3. 

どが計酎されている.これらの活動により，持続可能性を高

め，健康に暮らしていける社会の実現を目指している.

柏の葉ア}パンデザ、インセンタ ~/UDCK(正式名称:柏

の葉キャンパスシティ・アーバンデザ、インセンター，第 2図)

は，柏の葉キャンパス駅周辺地区を中心に，国際性豊かな「環

・健康・創造・交流」のまちづくりの実現に向けて，地域

(柏市，柏商工会議所，問中地域ふるさと協議会)，大学(東

京大学，千葉大学，東京理科大学)，民間企業，関係機関な

らびに市民が協働する場として， 2ω6年11月に柏の葉キャン

パス駅のすぐ近くに設置された.

現在，地域の魅力を生み出す提案活動として，大学が中心

となる「都市環境デザインスタジオJ等が展開されている.

その活動の一環として，学生からまちの将来構想を募ったと

ころ，緑や農地を接点として新旧住民の交流ができるような

まちづくりや，工業地域と住宅地域との融和を図るようなま

ちづくりなど，これまでにない斬新なアイデアが提案されて

いる. 

UDCKは，地域交流の場として利用されていて，たとえは

小さな子供たちに集まってもらい 子供たちにまちの絵を書

いてもらうようなイベントも聞かれている.これは，子供や

その両親などにUDCKに来場してもらい，現在のまちづくり

に関する情報にふれてもらうことも目的としている.他方，

環境に配蔵した具体的な取り組みとして，柏の葉キャンパス

駅周辺を自転車のまちにしようという提言もなされている.

最初の取り組みとして，ベ口・タクシーを走らせることを計

画している.ただし自転車に人を乗せて走るという行為が

道路交通法に抵触することから，現在，ベ口・タクシーの運

用に関して千葉県警と協議中である.

第 2閲柏の葉アーバンデザインセンター/UDCK 自由に

出入りしだれもがまちづくりに関する情報にふれ
られる場となることを目指している.
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績係数(冷房負荷/負荷を取り去る際のコニネルギ消費速度)

の高い空調器具を導入していることから 植物育成にかかわ

るエネルギ消費量の低減も関られている.

他方，システム内外の物質輸送が管理されているというこ

とは，必要とされる水やCO2，肥料などの資源最を最小限に

できるだけではなく，環境負荷物質の排出量を低減できるこ

とにもつながる� [5，6]. あわせて，十分な管理がなされ

ていれば，閉鎖型システム内への病害虫の持込の可能性は温

室のような開放型のシステムと比べて低いことから，農薬の

使用の回避もしくは必要最小限とすることができ，結果とし

て，消費者の食にかかわる安心，安全の要求にもこたえられ

ると考える.� 

5. 柏の葉キャンパスのCO2低排出化

柏の葉キャンパス内には，オブイスピルに相当する管理棟，

イベントなどに主として用いられるシーズホ}ル，漢方医療

を提供している診療所，教育研究および農産物生産の場であ

る闘場や祖室，ジ、ヤムと味噌の生産を行っている加工実習棟

ケミレス仕様の住地群� [3]，および木製遊具などの設置さ

れた空間(ヒユ}マニクス・エリア)がある.このように，

柏の葉キャンパスの構成は小さなまちのそれとほぼ同様で

ある. したがって，エネルギ消費や� CO2排出・吸収実態は，

実際のまちに類似すると考えられ，その解析結果には今後の� 

CO2低排出型のまちづくりに有益な情報が含まれると考え

る.

現夜，柏の葉キャンパスでは，教育研究活動や医療活動が

として行われていて，それらの活動のために，電気，ガス，

灯油，重油およびガソリンといったエネルギが使用される.

これらの人為エネルギを消費する際直接的もしくは間接的

にCOzを排出する(第4図).他方，柏の葉キャンパスでは，

教育研究活動の一環で、植物を扱っており，圃場や温室では，

植物が光合成により大気中のCO2を吸収し，蓄積している.

蓄積されたCO2の一部は農産物という有効利用可能なかたち

今後は，新しいまちづくりをしている柏の葉キャンパス駅

周辺ι中心市街地と呼ばれているJR柏駅周辺との共存も

図っていく必要もある.これまでの都市計画の手法では，個

別の問題を抽出して改善を閲ればよかったが，これからは，

複合的な問題を調盤し全体を改議していくことが求められ

る.そのための口一カル・アジェンダの設定も，柏市という

地域の持続可能性を高める上で必要であると考えている.� 

4. 閉鎖型植物生産システム

現在，柏の葉キャンパスには計ら台の小型の閉鎖型植物生

産システム(第� 3関)が設置および運用されている.これは，

・閤諜教育の高皮化とともに 柏の業キャンパスにおけ

る大量かっ安心，安全な高品質植物生産に関する研究も目的

としている.� I苗Jという小さな植物体の生産だけではなく，

健康機能性を有するハーブや薬草などの生産も検討してい

る.閉鎖型植物生産システムは低資源投入型であり，かつ食

の安心，安全にも寄与することから，地域持続可能性向上に

貢献すると考えている.昨年度は，機能性を帯するが，

の発芽が均一でないという問題点のある30種類のハ…ブを用

いて，その発芽促進技術に関する研究に注力した.

閉鎖型植物生産システムは� 1)光に不透明な断熱パネル

などで閉鎖されている，� 2)システム内外の物質輸送は管理

されている，� 3)植物育成用に人工光源を用いる，という特

徴がある.ここで，苗などの比較的小さな植物体を育成する

場合，必要とされる光強度は比較的低く，ぞれゆえ人工光を

利用した方が，天候の影響を受けやすい太陽光を利用する場

合よりも有利なことが多い� [4].なお，柏の葉キャンパス

に導入されている閉鎖型植物生産システムでは，エネルギ消

(消費電力量)を低減することを目的として，発光効率

(コ全光束/エネルギ消費速度)の高い蛍光ランプおよび成
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に変換されて，キャンパス外に輸送されている.

上述のCOzの輸送や蓄積のうち，∞年度では，柏の業キャ2 7

ンパスにおけるエネルギ消費由来のCO2排出量と有効利用可

能なかたちに変換されたととらえることのできる農産物に

固定されているCO2量を把握することを予定している.今後

は，それらの解析結果にもとづいて，COZ排出量の低減のた

めの省エネルギ技術の導入やCOz吸収量増大のための植物生

産計聞手法の確立を目指すことも予定している.これらを

キャンパス内だけではなく，周辺地域へも活動範聞を広げて

いくことで，持続可能性の向上に貢献したい.� 

6. 相の葉診療所

千葉大学柏の葉診療所は，自然と調和した医療を実現する

という理念の下，� 2ω4年6月15日に関所した.現在，� 1ヶ月

あたり約7ω名前後と非常に多くの受診者があり，また，� 160 

名以上の予約待ちが発生している状況にある.これは，現在

わが国で一般的となっている西洋医学にもとづく診療では

なく，東洋医学の考え方にもとづいて診療を行なっているこ

とが一つの理由であると考えている.

西洋医学と東洋医学では 疾患に対する考え方に大きな違

いがある.西洋低学では，局所的な疾患を分析的に見ていき，

外から見てもわからない部分を臓器レベルから，ときとして

遺伝子レベルまで，様々な検驚技術を駆使して診断および治

療を行なう.その結果，受診者の訴えや症状よりも，検査結

果のほうが重視されてしまう場合がある.一方，東洋医学で

は，総合的に疾患をとらえ，生体の恒常性を維持する機能(例

えば，自律神経系，免疫系など)を高めるために，細胞を取

り巻く環境としての気・血・水の循環を改善し，自然治癒を

目指す� [7].ここでは，患者の自覚症状や生活の質(Quality 

OfLife，QOL)を重視した治療が行なわれる(第5閲). 

局所を見る西洋陸学� vs企休を見る東洋陛学

局所的な異常(=疾患)を
分析的に認識する

臓器レベル� | 
細胞レベル |細分化
分子レベル� i

病 検査結果を震視

人

全体的な不調(=病人)を
総合的に認識する

自覚症状やQOしを重視� 

第5図東洋医学と西洋医学との比較.東洋医学では生体恒
常性維持システムとしての人(病人)を見ていくの
に対し西洋医学では疾患という局所的な異常を分� 

析的に見ていく.

他方，病気ではないが健康ともいえない，病気の一歩手前

とも言うべきQOLが低下した状態のことを，東洋医学では未

病と呼ぶ.西洋医学では病気ではないために未病者は治療の

対象とはならないが，東洋医学では気・血・水の流れによど

みが生じた結果であると考え未病者も治療の対象となる.現

在未病者に対して，テーラー・メ}ドな健康づくり支援情

報を提供するためのWebサイトを千葉県と連携して構築しつ

つある� [8]. この活動を通じてエピデンスを集積し未病者

数の低減，ひいては社会的要請の高い匪療費の低減につなげ

たいと考えている.

現荘活動を行なっている柏の葉診療所や環境健康オフィ

ス・柏の葉鉱灸院� (2∞年11 日開院)とともに，� 2 76 月20 ∞年� 

6月1日に開設された予防医学センターや柏市とも連携す

ることで，柏の葉エリアの健康なまちづくりを実証的に推進

して地域の持続可能性を高めるとともに，わが悶の

学のメッカ」となることを目指したい.

7. まとめ

材高では，千葉大学環境健康フィールド科学センターのあ

る柏の葉キャンパスとその周辺地域をモデルとした取り組

みのうち，� Iケミレスタウン⑮・プ口ジ、エクトj，I柏の葉アー

パンデ、ザインセンタ…j，I閉鎖型植物生産システムj，Iキャ

ンパスのCO2低排出化j，および「柏の葉診療所」といった

サステイナピリティ学の構築に寄与すると忠われる話題を

中心に提供した.今後は，総合大学としての特色を生かし

自然科学分野の研究者だけではなく，社会科学分野の研究者，

さらには近隣市町村やNPOの方々にも参加していただきなが

ら当センターを大きく育てていき，かつ成果を迅速に地域に

ブイ…ドパックするよう努めたい.あわせて，新たな学問と

してのサステイナピリティ学の構築や次世代のそれを担う

人材の育成とともに，周辺地域だけではなく地球全体の持続

可能性向上にも貢献したいと考えている.

摘要

千葉大学は，東京大学を中心としたサステイナピリティ学

連携研究機構(IntegratedResearch System for 伽胸inab出tySci-

ence，IR3S)の協力機関の� 1っとして，� Iサステイナピリテイ

を，� I食Jおよび「健康jをキーワ}ドとして，分担し

ている.そして，環境健康フィールド科学センターのある柏

の葉キャンパスとその周辺地域をモデルとしたサステイナ

ピリティ学の研究を開始するとともに，� I千葉大学サステイ

ナピリテイ学アソシエ…ション� (ChibaUniversity必sociation

for険制'chinSus蜘 ab出村cience，C組問)jを設立した.本

稿では 2∞7年3月に開催された「環境と健康におけるサス
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テイナピリテイ学 日台ワ}クショッブJおよび「シンポジ ing a new discipline，Sustainable Science 1 (1) : 1-6 

ウム 柏の葉:食と環境を形作る知の環一地域サステイナピ [3J 森千里� (2ω6)ケミレスタウン・プロジェクトー未来世代

リティ学m千葉大学-Jの講、演内容の中から，ケミレスタ の健康を守る街づくりー，日IO-City35号，� 26幽� 27 

ウン⑮・プロジェクト，柏の葉ア}パンデザインセンター， [4J 古在豊樹・板木利隆・岡部克己・大山克己� (2∞5)最新の

閉鎖型植物生産システム，柏の葉キャンパスのCO2低排出化，
テムの実用化が始まった

および柏の葉診療所，という� 5つの話題を選び，それぞれの
一，杜)農業電化協会，東京，� pp.150 

講演者が簡潔に解説した.
[5J 大山克己・古永慶太・古在農樹� (20∞)閉鎖型商生産シス

テムのエネルギおよび物質収支(2)水収支，植物工場学会� 

12 (4) : 217-224. 
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[6J 古永慶太・大山克己・古在豊樹� (2側)閉鎖型商生産シス

テムのエネルギおよび物質収支(3)二酸化炭素収支，植物

1.225-23(4) : 12工場学会誌，本稿は，文部科学省科学技術振興調整費(戦略的拠点育成)

東洋医学と自然治癒力一漢方薬で元気を6)1ω(2喜多敏明[7Jに関する研究のJの事業の千葉大学担当分である「食と健康� 

一環として作成されたものである. 回復一.医食農同源のサイエンス，サイエンスハウス，� 

pp.29-41 
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